令和８年度　西日本学生体操選手権大会　各支部男子出場資格人数
西日本学生体操競技選手権大会における男子の団体出場校については2019年（令和1年）より3地区の枠組みを以下のように定め、2022年度から参加総数を174名に変更した。2026年度（令和8年）の出場校枠については、競技運営上の関係から参加総数を168名とし、近年の3地区の加盟校及び選手登録人数、また、試合参加人数及び体育館使用時間等から考えて以下のように変更する。
2025年度まで
団体出場数18チーム（基本：九州4校　関西8校　東海北信越5校で西日本インカレ開催地区を1校増やす）
　　2023年（関西）　 九州４　関西９　東海北信越５　計１８大学
2024年（九州）　 九州５　関西８　東海北信越５　計１８大学
2025年（東･北）　九州４　関西８　東海北信越６　計１８大学
2026年度から
団体出場数16チーム（基本：九州4校　関西7校　東海北信越4校で西日本インカレ開催地区を1校増やす）
2026年（関西）　九州４　関西８　東海北信越４　計１６大学　
個人出場選手（72名）の内訳
総数168名から16大学（6人×16チーム）96名を除くと、残り72名が個人出場となる。
　1部校のチーム個人枠4名（3チーム）12名、2部校のチーム個人枠2名（13チーム）26名を考慮すると
チーム以外の個人枠が34名となる。これにより、2026年度の個人枠（34名）に関しては、各支部に8名を振り分
け（計24名）、残り10名を関西に配分して合計（九州8名、関西18名、東海北信越8名）となる。なお、各支部
競技会後の確認で6名以上の通過者がある大学にはチーム出場の権利を与える（その際のチームに与えられている
個人選手は0名）。
また、競技会終了後の確認で団体出場校の定数を満たさなかった場合はその地区の個人出場枠に与える。
さらに、団体出場決定校の個人枠が部員数の関係等で満たされないことが分かっている場合、その枠についてもその地区の個人出場枠に与える。
[bookmark: _GoBack]一方、各地区の個人出場者が定数に満たない場合は返上となり、他の地区の個人出場人数に加える。

2026年度
	２０２６年　西日本学生体操選手権大会　男子出場枠　(168名)

	九州
	関西
	東海北信越

	鹿屋体育大
	10名
	大阪体育大
	10名
	2部4校
	32名

	福岡大
	10名
	2部7校
	56名
	個人出場
	8名

	2部2校
	16名
	個人出場
	18名
	
	

	個人出場
	8名
	
	
	
	

	　
	計44
	　
	計84
	　
	計40



参考　2025年度
	２０２５年　西日本学生体操選手権大会　男子出場枠　(174名)

	九州
	関西
	東海北信越

	鹿屋体育大
	10名
	大阪体育大
	10名
	静岡産業大
	10名

	福岡大
	10名
	2部7校
	56名
	2部 5校
	40名

	2部2校
	16名
	個人出場
	10名
	個人出場
	6名

	個人出場
	6名
	
	
	　
	

	　
	計42
	　
	計76
	　
	計56　



